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1. 点電荷 q、−qがそれぞれ (0,0,d)、(0,0,−d)にあるとする。次の ⌈ ⌉
に当てはまる式を書け。

電荷から十分離れた点P(x, y, z)における電位 φ(x, y, z)は原点Oか
ら点Pまでの距離 r =

√
x2 + y2 + z2に比べ 2dが十分小さいとした

場合、
φ(x, y, z) =

p

4πε0

z

r3

と表される。ここで p = 2dqで、これは電気双極子である。

次に、E⃗(x, y, z) = −∇⃗φ(x, y, z)の関係式を用いて p⃗ (p = 2qd)によ
る電場 E⃗(x, y, z)を求める。
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= ⌈ i ⌉, ∂

∂y
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)
= ⌈ ii ⌉, ∂

∂z

(
1

r3

)
= ⌈ iii ⌉

と与えられる。よって電場 E⃗(x, y, z)の各成分は

Ex = ⌈ iv ⌉

Ey = ⌈ v ⌉

Ez = ⌈ vi ⌉

となる。♣裏面にも問題あり♣
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2. ３個の点電荷−q、2q、−qが同じ直線上に間隔 dをおいて並んでい
るとき、電荷を含む直線上の静電ポテンシャル φを以下の近似式、
条件の下で dの２次の正しさで求めよ。点電荷 2qからの距離 rの
点におけるポテンシャルを、d ≪ rで考える。

(1 + x)k ∼= 1 + kx +
1

2
k(k − 1)x2 (|x| ≪ 1)

真空の誘電率を ε0とする。また、すべて真空中とする。
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